
報酬 543,592円　職員手当 139,100円　旅費 22,680円　燃料費 4,111円　消耗品費 192,557円

備　 考

項 1 保健衛生費 目

特定財源の名称・金額
（国）子ども子育て支援交付金 144,000円
（県）多様な子育て支援推進交付金 144,000円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 4 衛生費

  うち繰越分↓
246,400

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 198,000

  うち繰越分↓
614,040

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

144,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
60,000 210,000

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
210,000

  うち繰越分↓

120,000

財
源
内
訳

 国庫支出金(a) 318,000
  うち繰越分↓

144,000

 県支出金(b) 258,000
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

666,400
  うち繰越分↓

180,000 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 774,000
  うち繰越分↓

902,040

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　新生児乳児訪問指導、低体重児（体重2,500グラム未満の乳児）の未熟児訪問指導を実施。母子手帳発
行後に保健指導を必要とする妊婦と希望者については訪問し、出生届出後に早期新生児期に訪問し、必
要に応じて継続訪問も実施。
　こんにちは赤ちゃん訪問（生後4か月目での乳幼児全戸訪問事業）と新生児訪問・乳児訪問を兼ねて実
施（子ども・子育て支援交付金の交付対象事業）。養育支援訪問事業担当者と同行訪問することで継続し
た支援ができる体制を構築。健診後事後指導としても妊産婦乳幼児から思春期まで訪問し、家族の健康
管理の支援も実施している。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

令和4年　出生数73人（男児41人　女児32人）
新生児訪問実人員54人（乳幼児全戸訪問事業と同時実施54人）延べ55人
乳児訪問実人員16人（乳幼児全戸訪問事業と同時実施16人）延べ16人
未熟児訪問実人員2人（乳幼児全戸訪問と同時実施2人）延べ10人
妊婦訪問実人員3人延べ4人　産婦訪問実人員75人延べ82人　幼児訪問14人延べ48人
妊婦相談実人員72人延べ85人　産婦相談実人員16人延べ20人　乳児相談実人員43人延べ106人
幼児相談実人員95人延べ172人　その他相談実人員14人延べ15人　電話相談延べ件数186件

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

新生児訪問　乳幼児家庭訪問・相談事業　（所内・電話）
生後4か月までのこんにちは赤ちゃん訪問　妊産婦訪問
未熟児低体重児届け出受理・低体重児訪問事業　事故防止啓発事
業

対 象 者 乳幼児とその家族

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　次世代を担う本町に住む子どもたちが健やかに育つ支援をする。新生児（乳児）の全数訪問をし、乳幼
児と家族の健康増進を推進するとともに、気軽に電話や来庁して健康や子育ての相談ができる体制を整
える。

事業継続年数 事業開始年度 昭和41年度

分野別施策 ３　子ども・子育て支援の充実 所 属 長 戸澤 幸代

主な施策 ３　子どもと母親の妊娠期からの健康の確保 電話番号 82-6223

第２次
総合計画体系

政策目標 １　健やかに暮らせるまち 担当部署 健康づくり課

根拠法令等 母子保健法

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 家庭訪問・相談事業 整理番号 1307-014

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


